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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月13日(2016.5.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の外部寄生虫を殺すための薬剤の製造方法であって、
　環状シロキサンを含む、非水性で揮発性の液体を提供する工程、及び
　２５％ｗ／ｗ～６５％ｗ／ｗの濃度であり、かつ外部寄生虫の存在する患者の領域に薬
剤を投与したときに外部寄生虫を殺すのに十分な量の脂肪酸エステルを混ぜる工程であっ
て、ここで、前記脂肪酸エステルは、ミリスチン酸エステル、ラウリン酸エステル、パル
ミチン酸エステル、ステアリン酸エステル、アラキドン酸エステル、ベヘン酸エステル、
リグノセリン酸エステル、パルミトレエート、オレエート、リノレエート、リノレネート
、及びアラキドネートからなる群から選択される、工程
を含み、
　ここで、混合物は前記環状シロキサンを少なくとも２０％含み、
　前記薬剤は、患者に局所投与された場合に外部寄生虫を殺すのに有効な他の作用剤を含
まない、
製造方法。
【請求項２】
　前記外部寄生虫が、シラミ、マダニ及びノミからなる群から選択される、請求項１に記
載の製造方法。　
【請求項３】
　前記患者が哺乳類である、請求項２に記載の製造方法。
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【請求項４】
　前記哺乳類がヒトであり、前記外部寄生虫が頭ジラミである、請求項３に記載の製造方
法。
【請求項５】
　前記環状シロキサンが、デカシクロメチコン、オクタメチルシクロメチコン、シクロテ
トラシロキサン、シクロペンタシロキサン、シクロヘキサシロキサン、及びデカメチルシ
クロペンタシロキサンからなる群から選択され、前記脂肪酸エステルが、ミリスチン酸エ
ステル、ラウリン酸エステル、パルミチン酸エステル、アラキドン酸エステル、ベヘン酸
エステル、リノレエート、リノレネートパルミチン酸エステル、オレエート、リノレエー
ト、リノレネート、及びアラキドネートからなる群から選択される、請求項１に記載の製
造方法。
【請求項６】
　前記シロキサンがデカシクロメチコンであり、及び前記脂肪酸エステルがミリスチン酸
イソプロピルである、請求項５に記載の製造方法。
【請求項７】
　前記脂肪酸がミリスチン酸イソプロピルである、請求項３に記載の製造方法。
【請求項８】
　外部寄生虫を殺すための組成物であって、
　ミリスチン酸エステル、ラウリン酸エステル、パルミチン酸エステル、ステアリン酸エ
ステル、アラキドン酸エステル、ベヘン酸エステル、リグノセリン酸エステル、パルミト
レエート、オレエート、リノレエート、リノレネート、及びアラキドネートからなる群か
ら選択される、２５％ｗ／ｗ～６５％ｗ／ｗの濃度の脂肪酸エステルと、
　少なくとも２０％の環状シロキサンと
を含み、
　存在する外部寄生虫を殺すのに有効量の他の作用剤を含まない、
組成物。
【請求項９】
　前記脂肪酸エステルがミリスチン酸イソプロピルである、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記環状シロキサンが少なくとも８０％のデカシクロメチコンを含む、請求項９に記載
の組成物。
【請求項１１】
　前記脂肪酸エステルが４５％ｗ／ｗ～５５％ｗ／ｗで存在するミリスチン酸イソプロピ
ルであり、及び前記環状シロキサンが４５％ｗ／ｗ～５５％ｗ／ｗで存在する、請求項８
に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記環状シロキサンが少なくとも８０％のデカシクロメチコンを含む、請求項１１に記
載の組成物。
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